
【将来像】＜第＜第＜第＜第4回議論済み＞回議論済み＞回議論済み＞回議論済み＞

家族とともに自宅に住み続けられる。

△（一部、実現されていない ）

（舟橋、船橋、大橋、大野、三嶋、田中、江崎、穂積）

×（現在は実現

できていない ）（松浦）

状

況

ど

う

い

う

部

分

が

実

現

で

き

て

い

な

い

か

実

現

○（既に実現されている）

（浅井）

家族同居(＋介護

サービス利用)が

継続居住の前提

（浅井）

本人・家族の施設

入居希望

（舟橋、大橋）

身体機能低下で介護状態となり

自宅での生活が困難

（舟橋、大橋、大野、江崎）

介護する家族が

いない

（田中、穂積）

同居・介護可能な住宅に

なっていない

（船橋、大橋、田中、松浦、穂積）

【資料２】

1

実

現

で

き

て

い

な

い

理

由

や

原

因

介護が必要にな

ることを想定した

準備の啓蒙

（浅井）

子育てや仕事等により

同居が困難

（三嶋、田中、江崎、松浦）

老々介護等で

自宅での介護

が困難

（大橋、大野）

家族の情報・理

解不足、介護力

不足

（大橋、大野、穂積）

家族関係の希

薄化

（船橋、田中、江

崎、松浦、穂積）

核家族化の進行

（船橋、三嶋、田中、江

崎、松浦、松田、穂積）

家族を支える

地域の繋がり

の希薄化

（田中）家族の

中での

孤立

（松浦）

自宅改修が

困難

（舟橋、船橋、

浅井、大橋）

在宅医療の

提供機関が

少ない

（舟橋）

親子が互いに家族

介護を敬遠

（舟橋、三嶋、田中）

【凡例】

白色・・・事前課題及び会議での委員意見

灰色・・・会議で特に議論された意見

下線部・・・会議で出された意見と委員名

実線枠・・・少数の委員より挙げられた意見

二重線枠・・・多数の委員より挙げられた意見

第5回高齢者福祉医療戦略会議(H25.2.1開催) 資料2（課題抽出・整理その4（移動・交通等及び生きがい・就労／ライフデザイン分野等） 委員意見まとめ）



【将来像】＜第＜第＜第＜第4回議論済み＞回議論済み＞回議論済み＞回議論済み＞

自宅で生活することが困難になった場合には、住み慣れた地域の中でサービスや施設環境が整っている所に住み替えができる。

△（一部、実現されていない ）

（舟橋、船橋、大橋、大野、三嶋、田中、江崎、松浦、浅井）

×（現在は実現できていない ）

（穂積、松田）

状

況

ど

う

い

う

部

分

が

実

現

で

き

て

い

な

い

か

地域の中で施設が不足

（舟橋、浅井、船橋、大橋、大野、三嶋、田中、松浦、松田）

住み替え費用の捻出困難

（舟橋、大橋、大野、

三嶋、松浦、松田、穂積）
待機者がい

て入れない

（船橋、江崎、

松浦）

施設へのマイナス

イメージがある

（舟橋、大橋、田中、三嶋）

住み替える

意識が希薄

（市長、三嶋）

施設の質が

多様なため

選択が困難

（大橋）

【資料２】

2

実

現

で

き

て

い

な

い

理

由

や

原

因

将来を見据えた

施設整備が必要

（舟橋、田中）

小規模多機能等施設

以外のサービスの充

実が必要

（浅井、松浦）

行政によるニーズ

把握が必要

（浅井）

シルバー

ハウジン

グの活用

が不十分

（田中）

見守りの必要

性を考慮しな

い入居者選定

（田中）

社会資源

の有効活

用

（松田）

老後の生活設計

が不十分

（舟橋、大橋、穂積）

サービス・施設

への理解不足

（松浦）

第3回高齢者福祉医療戦略会議(H24.10.19開催) 資料2（課題抽出・整理その2（医療・介護及び住まい・住環境分野） 委員意見まとめ）

【凡例】

白色・・・事前課題及び会議での委員意見

灰色・・・会議で特に議論された意見

下線部・・・会議で出された意見と委員名

実線枠・・・少数の委員より挙げられた意見

二重線枠・・・多数の委員より挙げられた意見

施設・サービス

の需給バランス

の問題

（舟橋、大野、田中、

江崎）



【将来像】＜第＜第＜第＜第4回議論済み＞回議論済み＞回議論済み＞回議論済み＞

食事の調達と用意を自分で行うことができる。

△（一部、実現されていない ）

（舟橋、船橋、浅井、大橋、大野、江崎、松田、穂積）

×（現在は実現できていない ）

（松浦）

状

況

ど

う

い

う

部

分

が

実

現

で

き

て

い

な

い

か

○（既に実現されている ）

（田中、三嶋）

買物へ行くことができない

（浅井、大橋、松浦）

栄養バランスが取れない

（舟橋、松浦、穂積）

食事の用意が負担・面倒

（舟橋、大橋、大野、田中、穂積）

買物支援等食の自立支援の充実が必

要

（舟橋、船橋、浅井 、江崎、松田、穂積）

【資料２】

3

実

現

で

き

て

い

な

い

理

由

や

原

因

健康状態

の悪化

（松田）

近くに買物を

する場所がない

（舟橋、船橋、大野、

江崎、松浦）

経済的に食に

かけられない

（松浦）

配食サービスの

内容・ＰＲ不足

（浅井、江崎、穂積）

地域の商店

の経営難

（舟橋）

栄養知識が

なく嗜好が

偏る

（舟橋）

弁当・配食サービス

等に頼りがち

（ 舟橋、田中）

少人数用の食材

の提供がない

（舟橋）

現在も自分で

行っていない

（舟橋、大橋）

家族に用意

してもらう

（松浦、松田）

配食サービスの利

用者が限られている

（江崎）

【凡例】

白色・・・事前課題及び会議での委員意見

灰色・・・会議で特に議論された意見

下線部・・・会議で出された意見と委員名

実線枠・・・少数の委員より挙げられた意見

二重線枠・・・多数の委員より挙げられた意見

食への関心・食欲

がなくなる

（大橋、穂積）

第5回高齢者福祉医療戦略会議(H25.2.1開催) 資料2（課題抽出・整理その4（移動・交通等及び生きがい・就労／ライフデザイン分野等） 委員意見まとめ）



【将来像】＜第＜第＜第＜第4回議論済み＞回議論済み＞回議論済み＞回議論済み＞

自分で食事の調達と用意ができない場合は、誰かが栄養バランスがとれた食事を用意してくれる。

△（一部、実現されていない ）

（松岡、舟橋、船橋、大橋、大野、江崎、松浦）

×（現在は実現できていない ）

（浅井）

状

況

ど

う

い

う

部

分

が

実

現

で

き

て

い

な

い

か

○（既に実現されている ）

（三嶋、田中、松田）

食の自立支援サービスのバリエーションがない

（浅井、大橋、江崎、松浦）

配食サービスの利用者

が限られる

（舟橋、江崎）

ボランティアの活用

（舟橋、末永、松浦）

【資料２】

4

実

現

で

き

て

い

な

い

理

由

や

原

因

サービスあるいは支

援する人がいない

（舟橋、船橋、大橋 ）

サービスの利用

方法を知らない

（大橋、江崎）

気軽に利用できる

民間サービス業者

数が少ない

（松岡・船橋）

地域に協力体制がない

（松岡、舟橋、末永、松田）

誰かに食事を用意してもらう

ことに抵抗感がある

（舟橋）

配食サービスの費用負担が

重い

（松岡、大橋、大野、田中、松浦）

市の配食サービスは

個別対応ではない

（田中）

市の配食サービスは毎日・毎食の提供ではない

（大野、田中、松浦）

配食サービス提供方法

の効率化が必要

（末永）

【凡例】

白色・・・事前課題及び会議での委員意見

灰色・・・会議で特に議論された意見

下線部・・・会議で出された意見と委員名

実線枠・・・少数の委員より挙げられた意見

二重線枠・・・多数の委員より挙げられた意見

第5回高齢者福祉医療戦略会議(H25.2.1開催) 資料2（課題抽出・整理その4（移動・交通等及び生きがい・就労／ライフデザイン分野等） 委員意見まとめ）



【将来像】＜第＜第＜第＜第4回議論済み＞回議論済み＞回議論済み＞回議論済み＞

好きなものを美味しく食べることができる。

△（一部、実現されていない ）

（舟橋、船橋、浅井、大橋、大野、三嶋、江崎、松浦、松田）

状

況

ど

う

い

う

部

分

が

実

現

で

き

て

い

な

い

か

○（既に実現されている ）

（田中）

歯や口腔の健康を

維持できていない

（舟橋、船橋、大橋、大野、三嶋、江崎、松田）

身体状況により

食事に制限がある

（舟橋、大野）

孤食である

（舟橋、大橋、三嶋、江崎、松田）

高齢者が食事を楽しめる催しや

サービスの充実

（市長、舟橋、浅井、三嶋、田中、江崎、松田）

往診する歯科医

が少ない

（船橋、浅井、田中、江崎、松田）

【資料２】

5

実

現

で

き

て

い

な

い

理

由

や

原

因
口腔ケアの重要性が

認識されていない

（舟橋、大橋、三嶋、田中、江崎、松田）

地域の歯科医の往診への

理解・認識が不十分

（田中、松田）

嚥下機能の

低下

（大橋、三嶋）

気軽に外食

できる場が

ない

（浅井）

歯科医の往診に

あたっての障壁が

ある

（田中、松田） 歯科へ通院

できない

（大橋）

人との会食

を楽しむ

機会がない

（大橋、三嶋、

江崎、松浦、

穂積）

栄養や運動の

バランスが取

れていない

（舟橋、松浦）

【凡例】

白色・・・事前課題及び会議での委員意見

灰色・・・会議で特に議論された意見

下線部・・・会議で出された意見と委員名

実線枠・・・少数の委員より挙げられた意見

二重線枠・・・多数の委員より挙げられた意見

第5回高齢者福祉医療戦略会議(H25.2.1開催) 資料2（課題抽出・整理その4（移動・交通等及び生きがい・就労／ライフデザイン分野等） 委員意見まとめ）



【将来像】

自分が行きたいところへ、好きなときに、安全に自分で行くことができる。

△（一部、実現されていない）

（松岡、舟橋、船橋、浅井、大野、三嶋、田中、松田）

×（現在は実現できていない）

（松浦）

状

況

ど

う

い

う

部

分

が

実

現

で

き

て

い

な

い

か

外出サポートの

育成とＰＲ

（船橋、浅井）

自力で外出できるため

の健康づくりの充実

（ 舟橋、松浦）

移動できてもまちが

バリアフリーでない

（舟橋、大橋、三嶋）

公共交通機関はルート・時間が限られる

（舟橋、大野、 田中、江崎）

近くに公共交通機関

が少ない

（船橋、大橋、松田）

「外出チケット」の

行き先が限定的

（大橋）

個別対応できる

サービスが必要

（松岡、浅井、田中、松田）

【資料２】

6

実

現

で

き

て

い

な

い

理

由

や

原

因
車でないと移動できない

地域が多く、移動手段が

限られる

（舟橋、三嶋、田中、松浦）

自転車も

利用が困難

（大橋）

（船橋、浅井）

近所の誘い

合いが希薄

（松浦）

タクシーは

高額

（田中）

高齢者が興味をもてる

外出先が不足

（三嶋、松浦）

家族が心配する

（舟橋）

身体機能の低下に

より移動が困難に

なる

（舟橋、松浦）

家族もしくは公共交通機関に頼らざるを得ない

（大野、松浦）

レンタカーサービ

ス等の充実

（松田）

第5回高齢者福祉医療戦略会議(H25.2.1開催) 資料2（課題抽出・整理その4（移動・交通等及び生きがい・就労／ライフデザイン分野等） 委員意見まとめ）



【将来像】

自分で移動ができない場合には、自分以外の誰かが目的地へ連れて行ってくれる。

△（一部、実現されていない ）

（松岡、舟橋、船橋、浅井、大橋、大野、田中、江崎、松田）

×（現在は実現

できていない ）（松浦、穂積）

状

況

ど

う

い

う

部

分

が

実

現

で

き

て

い

な

い

か

○（既に実現

されている ）（三嶋）

連れて行ってくれる

人がいない

（舟橋、船橋、大橋、大野）

外出サポートの

育成とＰＲ

（浅井、松田）

気軽に移動できる

仕組みの整備

（松岡、松田）

【資料２】

7

実

現

で

き

て

い

な

い

理

由

や

原

因

同行者に

迷惑をかけ

たくない

（穂積）

ボランティアの意向はあるが

実現できていない

（田中）

目的地到着後の

サポートが不安

（舟橋、大野）

家族も連れて

行けない

（船橋、松浦、

松田）

サービスの担い

手・資源の不足

（舟橋、田中、松浦）

介護を要する場合、

ボランティアでは

対応できない

（松岡、田中）

人間関係の

希薄化

（松岡、船橋、

江崎）

ボランティアタク

シーに規制がある

（松岡）

ボランティアへ

の保障も必要

（松浦）

車の所有等責任

問題がある

（田中）

公共交通機関の

利便性が低い

（江崎、松田）

本人のニーズに

対応しきれていない

（大橋、田中）

支援対象外の者でも

移動が困難

（松岡、江崎）

費用面が負担

（舟橋、大橋、大野、

松浦、松田、）

遠慮して依頼

できない

（舟橋、大橋、

大野、田中）

第5回高齢者福祉医療戦略会議(H25.2.1開催) 資料2（課題抽出・整理その4（移動・交通等及び生きがい・就労／ライフデザイン分野等） 委員意見まとめ）



【将来像】

働きたい人が無理なく働いている。

△（一部、実現されていない ）

（舟橋、浅井、大橋、大野、三嶋、田中、江崎、松田、穂積）

状

況

ど

う

い

う

部

分

が

実

現

で

き

て

い

な

い

か

【資料2】

無理なく働くことが困難

（舟橋、大野、穂積）

希望する場所で働けない

（浅井、大橋、田中、

松浦、松田）

希望する職種がない

（舟橋、浅井、大橋、

江崎、松浦、松田）

希望する時間に働けない

（舟橋、浅井、大橋、

大野、松浦、松田）

高齢者を雇用

してくれる企業が少ない

（舟橋、船橋、田中、松浦、穂積）

×（現在は実現

できていない ）（船橋）

8

実

現

で

き

て

い

な

い

理

由

や

原

因

就労意欲がわかない

（田中、穂積）

就労支援が

不足している

（舟橋、浅井、大橋、

大野、田中、江崎、松浦）

求人情報

がない

（田中）

高齢者の

雇用について

周知されて

いない

（田中）

退職後の

ライフスタイルが

描けていない

（舟橋、松田）

第5回高齢者福祉医療戦略会議(H25.2.1開催) 資料2（課題抽出・整理その4（移動・交通等及び生きがい・就労／ライフデザイン分野等） 委員意見まとめ）



【将来像】

自分の趣味の活動を楽しんでいる。

【資料2】

身近な場所で

機会がない

（田中）

△（一部、実現されていない ）

（舟橋、船橋、大橋、大野、三嶋、田中、江崎、松田、穂積）

状

況

ど

う

い

う

部

分

が

実

現

で

き

て

い

な

い

か

○（既に実現されている ）

（浅井、松浦）

十分に取り組んでいる

（浅井、田中、松浦）

趣味の活動を行う機会がない

（船橋、浅井、大橋、大野、田中、松浦）

魅力的な

活動がない

（田中）

情報不足

（大野、三嶋、穂積）

9

実

現

で

き

て

い

な

い

理

由

や

原

因

趣味がない

（舟橋、田中、穂積）

趣味活動への

関心が低い

（大橋、三嶋）

費用がかかる

（舟橋、大橋、

江崎、松田）

団体活動に

入りにくい

（田中）

健康な状態を

維持できていない

（三嶋、穂積）

高齢期の

ライフスタイルを

描けていない

（舟橋、大橋）

第5回高齢者福祉医療戦略会議(H25.2.1開催) 資料2（課題抽出・整理その4（移動・交通等及び生きがい・就労／ライフデザイン分野等） 委員意見まとめ）

時間がない

（舟橋）

家族の理解

が必要

（舟橋、松浦）

仲間がいない

（舟橋）



【将来像】

自分の知識や経験を活かして家庭や地域で役割を担い、誰かの役に立てる。

【資料2】

△（一部、実現されていない ）

（松岡、船橋、浅井、大橋、大野、三嶋、田中、松田、穂積）

×（現在は実現

できていない ）（舟橋）

状

況

ど

う

い

う

部

分

が

実

現

で

き

て

い

な

い

か

特定の人しか行っていない

（舟橋、船橋、大野、田中）

関心事・出来ることしか行っていない

（田中）

高齢者も担える役割が整理できていない

（松岡、舟橋、三嶋、田中、松浦、穂積）

男性も家庭内で

役割を果たす

（大橋）

10

実

現

で

き

て

い

な

い

理

由

や

原

因

個人の得意分野や希望を把

握できていない

（浅井、大野、松浦）

負担が大きい

（田中）

個人の意識

改革が必要

（松田）

役割がイメージ

できていない

（松浦、松田）

地域との関係が希薄

（三嶋、松浦）

高齢期の生活イメージを

描くための啓発が必要

（松田）

意欲はあるがどうしたら

良いか分からない

（浅井、大橋、松浦）
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【将来像】

家族・近隣とのコミュニケーションが十分に取れている。

【資料2】

△（一部、実現されていない ）

（舟橋、船橋、大橋、大野、三嶋、田中、江崎、松田、穂積）

状

況

ど

う

い

う

部

分

が

実

現

で

き

て

い

な

い

か

○（既に実現されている ）

（浅井）

コミュニケーション

が取れている

（浅井）

近隣との付き合いが希薄

（舟橋、船橋、三嶋、江崎、松浦）

コミュニケーションが十分には取れていない

（舟橋、大橋、大野、三嶋、田中、松浦、松田）

11

実

現

で

き

て

い

な

い

理

由

や

原

因

コミュニケーションの必要性を感じていない

（舟橋、浅井、大橋、大野、田中、江崎）

関わりを求める人

のみが努力している

（穂積）

核家族化の

進行

（三嶋、松浦）

コミュニケーションの

機会がない

（三嶋、田中）

個人情報

の保護

（三嶋）

地域住民の意識に

影響される

（江崎、松浦）

地域行事への参加者

が減少している

（三嶋、田中、松浦）

高齢化とともに意見を

聞かない人が多くなる

（穂積）
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【将来像】

地域にいる身近な人に、買い物やごみ出し等の日常の作業をサポートして貰える。

【資料2】

△（一部、実現されていない ）

（松岡、浅井、大橋、大野、三嶋、田中、江崎、松田、穂積）

×（現在は実現できて

いない ）（舟橋、船橋）

状

況

ど

う

い

う

部

分

が

実

現

で

き

て

い

な

い

か

サポートしてくれる人

がいない

（大橋、大野、田中、江崎）

誰に頼んで良いかが

分からない

（大橋、松浦）

継続して遠慮なく依頼できる仕組みづくりが必要

（松岡、舟橋、船橋、浅井、大野、三嶋）

本人や家族が

サポートを遠慮する

（舟橋、浅井、大橋、大野、三嶋、田中、松浦）

12

実

現

で

き

て

い

な

い

理

由

や

原

因

高齢者の状況を

知らない

（舟橋、江崎、松浦）

サポートする人の

負担が大きい

（舟橋）

サポートしてほしいことと

サポートできることに

ギャップがある

（穂積）

民間サービスが充実

してきている

（三嶋）

サービスが

知られていない

（田中、松浦）

プライバシーに

介入しづらい

（松田、穂積）

近隣との

付き合いが希薄

（大野、田中、江崎、松浦）

近隣との付き合い方

が変化してきている

（松田）
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【将来像】

自分が誰かを支えられる時は、見守りや食事・移動等のサポートをすることができる。

【資料2】

△（一部、実現されていない ）

（松岡、浅井、大橋、大野、三嶋、田中、江崎、松田、穂積）

×（現在は実現できていない ）

（舟橋、船橋、松田）

状

況

ど

う

い

う

部

分

が

実

現

で

き

て

い

な

い

か

サポートする人が

不足している

（舟橋、三嶋）

サポートを必要とする人が

どこにいるかが分からない

（三嶋、田中、松浦、松田、穂積）

サポート体制がない

（松岡、船橋、浅井、大橋、三嶋、松田、穂積）

サポートできるスキルを

持つ人材が不足

（田中）

13

実

現

で

き

て

い

な

い

理

由

や

原

因

意志はあっても

実行できていない

（舟橋、大橋、大野、江崎、松浦）

サポートする人

及びサポートを必要とする人の

情報がない

（浅井、大橋、田中、江崎、松浦、松田）

近隣住民で支えあいの

関係性ができていない

（大野、田中、江崎、松浦）

高齢者が遠慮

してしまう

（大野）

サポートする側が

遠慮してしまう

（舟橋）

個人情報の

問題がある

（三嶋）

責任の所在を

明確にする

（舟橋、大橋）

サポートする人の

知識不足

（田中、松浦）
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【将来像】

生活を維持することのできる蓄え・収入がある。

実

現

【資料2】

△（一部、実現されていない ）

（舟橋、大橋、大野、三嶋、田中、江崎、松田、穂積）

状

況

ど

う

い

う

部

分

が

実

現

で

き

て

い

な

い

か

？（判断が困難）

（浅井）

一部の人は

十分な貯蓄がある

（浅井）

年金やわずかな収入・貯蓄で

生活できる人もいる

（浅井、大野）

年金だけでは

不十分

（大野、田中、江崎、松浦、松田）

生活保護受給者

増への対応

（田中、松浦）

金銭管理

できない

人がいる

（田中）

十分な蓄えがない

（三嶋、松浦、松田）

14

実

現

で

き

て

い

な

い

理

由

や

原

因
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高齢期の生活設計が十分でない

（舟橋、松田、穂積）

就労の場が少ない

（舟橋、大橋、三嶋、松浦、松田）

行政による

リバース

モーゲージ

がない

（浅井）

様々な理由から

無収入となっている

（大野、松浦）

収入源が

年金のみとなる

（田中、江崎）

公的年金

支給額の減少

（穂積）

莫大な医療費

が必要

（三嶋）

子ども等

からの

援助が

受けられない

（三嶋）


